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	第２章　エネルギー管理と省エネチューニング 
	２．１ エネルギー消費量の実績管理・実態把握の重要性 
	 
	２．２ エネルギー消費量の把握方法 
	（1）使用するエネルギーの種類 
	（2）一次エネルギー消費量への換算 

	 
	２．３ 建物の総エネルギー消費量の把握 
	(1)エネルギー種類別エネルギー消費量 
	(2)消費先別エネルギー消費量 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	(3)エネルギー消費原単位の管理 
	(4)エネルギー消費延床面積原単位 
	という理由によるものと考えられます。図2.3.3に，エネルギー消費延床面積原単位の管理グラフ例，図2.3.4に建物用途別エネルギー消費延床面積原単位を示します。このような実績管理を行うことによって，総エネルギー消費量の推移評価に加え，実績値を他の建物と比較評価することができます。比較する他の建物のデータとしては，（財）省エネルギーセンターが行っている各種調査結果（図2.3.4）や，（社）日本ビルエネルギー総合管理技術協会による「建築物エネルギー消費量調査報告書」などが参考となります。また，同種の不動産を複数運用している建物所有者や建物管理会社では，それらの延床面積原単位を比較しその大小を評価することも有効となります。このような評価によって，建物のエネルギー消費量の実績値が同種の建物と比較して統計的に大きいのか小さいのか，削減できる余地は大きそうかどうかなどをある程度把握することができます。 
	 
	 
	(5)エネルギー消費原単位管理ツールによるエネルギー消費量の推定と原単位管理 
	図2.3.6にエネルギー消費原単位管理ツールによるエネルギー消費量算出結果グラフ例を示します。 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

	(6)時間当たりエネルギー消費量の把握 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

	(7)機器･システムのエネルギー消費量の把握 



